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・海外感染症流行情報 2018年12月号

（1）インドのジカウイルス感染症

インド北部のRajasthan州・ジャイプールでジカウイルス感染症の患者が発生してい

ます。10月末までに患者数は140人以上にのぼっており、周辺のGujarat州やMadhya 

Pradesh州でも患者が確認されました（Journal of Travel Medicine 

2018-11-22）。ジャイプールは交通の拠点であり、今後、ジカウイルス感染症の流

行がインド全域に拡大する可能性があります（米国CDC 2018-12-13）。ジャイプー

ルには日本からの観光客も数多く滞在しており、現地では媒介する蚊に刺されない

対策など十分な注意が必要です。

（2）マレーシア・サワラク州の狂犬病

マレーシアのサワラク州では2017年7月から今年12月までに13人の狂犬病患者が発生

しました（英国Fit For Travel 2018-12-7）。最近では同州のクチンで21歳の男性

が狂犬病で死亡しています。マレーシアは狂犬病の患者発生が少ない国とされてい

ますが、サワラク州のあるボルネオ島では注意が必要です。

（3）アジアの蚊媒介感染症（デング熱、チクングニア熱）

今年はアジア各国で例年以上のデング熱患者が発生しました。11月までにタイで8万

人、フィリピンで18万人、カンボジアで1万5000人の患者が確認されています

（Outbreak News Today 2018-12-5,12, 14）。また、タイ南部のプーケットなどで
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は11月からチクングニア熱の患者も増加している模様です（Outbreak News Today 

2018-12-12）。

（4）コンゴ民主共和国のエボラ熱

コンゴ民主共和国の北東部で発生しているエボラ熱の流行は12月も続いていま

す。12月18日までの

累積患者数は549人（疑いを含む）で、毎週約30人の患者が発生する状況です（WHO 

Disease outbreak news 2018-12-20）。今まで患者発生の多かったBeni地域では流

行が鎮静化していいますが、その周辺地域で患者発生が増えている模様です。ま

た、今回の流行では女性や小児の患者が従来の流行よりも多く発生しています

（（WHO Disease outbreak news 2018-12-6）

（5）ヨーロッパの麻疹

今年は西欧で麻疹の患者数が増加しています。10月はフランスで68人、イタリアで

75人の患者が発生しました（ECDC 2018-12-14）。2017年10月から今年10月までの累

積患者数は、ギリシャ、フランス、イタリアでそれぞれ2000人以上になっていま

す。また、東欧のウクライナでも麻疹の流行が発生しており、患者数は4万人以上に

のぼっています（ProMED 2018-12-20）。

（6）北半球の季節性インフルエンザ

北半球の温帯地域では12月に入り季節性インフルエンザの患者数が増加傾向にあり

ます（WHO-Influenza 2018-12-10）。ウイルスの種類はＡ（H1N1）型が多く検出さ

れています。米国もインフルエンザの流行期に入り、Ａ（H1N1）型の検出が多くみ

られます（米国CDC 2018-12-21）。カナダではカルガリーで患者数が急増している

模様です（ProMED 2018-12-4）。
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・日本国内での輸入感染症の発生状況（2018年11月5日～2018年12月9日）

最近1ヶ月間の輸入感染症の発生状況について、国立感染症研究所の感染症発生動向

調査を参考に作成しました。出典：https://www.niid.go.jp/niid/ja/idwr-

dl/2018.html

（1）経口感染症：輸入例としては細菌性赤痢17例、腸管出血性大腸菌感染症1例、

腸チフス・パラチフス4例、アメーバ赤痢3例、Ａ型肝炎4例、ジアルジア1例、クリ

プトスポリジウム1例が報告されています。細菌性赤痢は前月（6例）より大幅に増

加しています。米国(ハワイ)での感染が11例と多く、現地で集団感染がおきた可能

性があります。

（2）昆虫が媒介する感染症：デング熱は20例で、前月（15例）よりやや増加しまし

た。感染国は前月と同様にフィリピンが4例と最も多くなっています。なお今年の累

積患者数は191例で、昨年同期の239例に比べて減少しています、マラリアは1例で、

いずれもナイジェリアでの感染でした。

（3）その他：麻疹が2例（感染国：タイ、ベトナム）、風疹が2例（感染国：韓国、

インド）報告されています。百日咳は1例報告されており、米国での感染例でした。

・今月の海外医療トピックス

スペイン・インフルエンザから100年

2018年はスペイン・インフルエンザの流行から100年になります。全世界の患者数は
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6億人、死亡者は4000万人で、わが国でも患者数2300万人、死亡者数38万人が発生し

ました。1918年11月と1919年1月に死亡者数のピークがあり、死亡者の年齢層は男女

とも20代の若者が最も多かったそうです。

例年冬に発生する季節性インフルエンザの流行は、ヒトがそのウイルスに対してあ

る程度の抵抗力を持っているため、大流行には至りません。しかし、ウイルスが変

異し新型インフルエンザとして大流行することで、多くの命を奪います。100年前、

わが国は大正時代で米騒動がおきていました。海外と日本を行き来していたのは、

第一次世界大戦に出征した軍人や留学生くらいでした。しかし、人間の移動手段は

この100年で大きく変貌し、現代は巨大旅客機などで多くの人が世界中を移動してい

ます。それに伴って、スペイン・インフルエンザのように、多くの命を脅かすウイ

ルスが再び出現する可能性も増しています。災害と同じく、こういった感染症に対

する平時の危機管理の重要性を感じずにはいられません。（医師 栗田 直）

〈参考〉https://www.cdc.gov/flu/pandemic-resources/1918-

commemoration/index.html
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